
　 社会科教室へ

□生徒・教職員の出欠確認 通信手段の確保

□保健室(休養中)の生徒 救急用具の搬出

□食堂・トイレなど確認 重要文書等確認 【南】１年

【中】２年

【北】３年

□トイレ確認

□部活動の確認(プール等)

□自習室・講習の確認

□部活動の確認

□トイレ確認

□登下校中生徒の確認

通信手段の確保

学校への連絡　

避難場所への誘導

外階段から5階へ

《本部》 《救護部（主に保健部）》

《庶務部（事務室）》

　◎（　　　　　　　）

《警備部（主に生活指導部、企画広報部、クラス担任）》

　◎（　　）【初期消火、防火扉、電気室、ガス栓】（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　【警備保全、地域住民避難者誘導】（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　【生徒誘導】（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

　　　　　　【退避生徒】（1年）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　（2年）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　（3年）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

《搬出部（主に教務部・学習指導部・進路指導部）》

　◎

　　

　◎

(４)港区役所、港消防署に連絡
.　※Tel:06-6576-9927(区役所)

　◎校長、教頭、事務長、首席（        ）

　　【生徒情報集約】学年主任（　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　※メンタルケア、状況把握、地域の情報収集

　　　　　　　※ 教職員の帰宅等への配慮

(２)備蓄分配（水・食物・毛布）

(１)名簿作成（住所氏名年齢）

(３)負傷者等対応
.　※119番通報等。原則地域住民に任せる。

　　　　　　(６)備蓄分配計画【本部】

　　　　　　(７)保護者への連絡

(７)2次避難開始

　　※重要文書等の搬出
.　　※電気室浸水対策

　　　　　　　２年【１年教室前】

　　　　　　　３年【管理棟教室】

　　　　　　(３)避難完了の合図（自彊の鐘）

　　応急手当・119通報・AED確保 　　　　　　(１)負傷者等への対応【本部】

　　　　　　(２)避難場所での点呼・確認

　　　　　　　１年【自教室】

(２)クラスごとに整列

　　　　　　(４)情報の収集・方針決定

　　　　　　(５)余震対策（ガラス補強等）

　　　　　④今こそ自分がしっかりする

　　　　　⑤みんなで力を合わせる

(５)2次避難の決定

     　　①安否情報提供…メール配信(メルマガ)、HPトップページ

     ②【重要】津波襲来前は来たら５階へ。絶対帰さない。

　　　　　　(８)引き渡し計画と引き渡し

□登下校中の生徒の把握

　　【必須】避難経路場所の安全確保

(６)２次避難完了時刻の周知

　　　　　③家族もきっと大丈夫

授業中
休み時間
（校内行事）

放課後
または

登下校時

安全確保・誘導

※学校周辺の生徒は学校へ

　　　　※確認できないときは校内捜索

(３)点呼・安否確認

(４)全体への連絡・指示

　　　　　①落ち着いても大丈夫

　　　　　②ここは安全だから安心

　　　　※メンタル面のサポート

□自習室・講習の確認

　　　　　　　　　　　　※引き渡しカードによる確認。帰宅確認報告（メルマガ等）

　　　　　　(９)宿泊準備・メンタルケア

　　　　　　　　　　　　※水、食物、毛布の分配。（冬季は暖房器具）

　　　　　　(10)欠席生徒への連絡

地域住民 近隣の避難者の受け入れ

休　日

※学校から離れている生徒は
地域の避難所へ（担任へ連絡）

※日常から避難経路と場所の掲示と確認

校外行事[学年等]
（避難場所の確認）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈第１波襲来まで６０分～１２０分〉

南海トラフ巨大地震及び津波発生時の対応シミュレーション（フロー図）

1次避難（グラウンドへの避難）　　　　我が身を守る

緊急放送による命を守る行動の指示
《自助・（共助）》

(１)負傷者への対応

2次避難（４階への避難）　　　

　　　　本部　社会科教室

（大阪府立市岡高等学校）

本部と連絡     

対応判断 

庶務部 
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